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わ
が
ま
ち
紹
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〝
高
さ
制
限
を
守
り
景
観
を

守
る
ま
ち
〟
下
京
区 

平
成
２８
年
3
月
１７
日
（
木
） 

集
合
場
所
：
ＪＲ
京
都
駅 

訪
問
先
：龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

 

 
 

（
西
本
願
寺
前
）  

学
芸
員 
岩
田
さ
ん
に
、
建
物

の
説
明
や
展
示
の
内
容
、
見
学
の

順
序
な
ど
を
説
明
し
て
頂
き
ま

し
た
。 

本
当
に
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。 

京
都
市
下
京
区 

明
治
12
年
に
は
郡
区
町
村

編
制
法
に
よ
り
、
京
都
に
上

京
区
と
下
京
区
の
2
区
が

置
か
れ
た
。
明
治
22
年
に
は

市
制
の
う
ち
三
都
に
対
し
て

実
施
さ
れ
た
市
制
特
例
に
よ

り
、
上
京
区
・下
京
区
を
存

置
し
た
ま
ま
府
管
轄
下
に
置

か
れ
る
「
京
都
市
」と
な
っ
た
。 

北
辺
を
通
る
四
条
通
の
四

条
烏
丸
（烏
丸
通
）
か
ら
四
条

河
原
町
（河
原
町
通
）ま
で
は

京
都
府
、
京
都
市
有
数
の
繁

華
街
と
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
京
都
駅
は
、
京
都
市

周
辺
部
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ

り
、
周
辺
に
は
京
都
タ
ワ
ー
・

京
都
駅
ビ
ル
な
ど
を
中
心
に

商
業
施
設
が
集
ま
っ
て
い
る
。

早
く
か
ら
業
務
地
化
が
進
み
、

人
口
は
30
年
以
上
に
わ
た
っ

て
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
に
よ
り

減
り
続
け
て
い
た
が
、
平
成
7

年
以
降
都
心
回
帰
に
伴
う
居

住
地
再
整
備
や
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
の
増
加
に
伴
い
再
び
人
口

が
増
加
傾
向
に
転
じ
て
い
る
。 

京
都
市
で
は
，
京
都
の
優
れ

た
景
観
を
守
り
，
育
て
る
た

め
に
建
物
の
高
さ
制
限
が
守

ら
れ
て
い
る
ま
ち
で
す
。 

龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
日

本
の
仏
教
と
ア
ジ
ア
の
仏
教

を
中
心
に
、
仏
教
美
術
と
仏

教
文
化
の
過
去
・
現
在
・未
来

を
見
据
た
仏
教
総
合
博
物
館

で
す
。  

い
ま
、
洋
の
東
西
を
問
わ

ず
、
宗
教
の
あ
り
方
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。 

中
で
も
仏
教
は
単
に
宗
教
と

い
う
枠
組
み
を
超
え
て
、
ひ
ろ

く
絵
画
・
彫
刻
・建
築
・文
献
・

文
化
・
習
俗
等
、
幅
広
い
分
野

で
長
く
人
々
の
心
を
潤
し
て

き
ま
し
た
。 

京
都
は
、
奈
良
と
同
じ
く
、

一
千
数
百
年
来
、
日
本
の
仏

教
文
化
の
中
心
地
と
し
て
栄

え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

仏
教
寺
院
も
多
く
、
仏
教
文

化
を
伝
え
る
豊
富
な
文
化
財

が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
人
々
の
生
活
の

中
に
自
然
に
溶
け
込
ん
で
い

る
と
言
っ
て
良
い
。 

京
都
は
ま
た
な
が
く
日
本
の

み
や
こ
と
し
て
時
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
こ
の
地
で
は
、
古

来
、
自
然
環
境
の
優
美
さ
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
分
厚
い
文

化
が
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
京
都
の
真
ん
中
、
京
都
駅

か
ら
も
徒
歩
圏
内
、
世
界
遺

産
の
西
本
願
寺
の
前
に
位
置

し
、
さ
ら
に
近
隣
に
は
昔
か

ら
の
門
前
町
や
、
新
し
い
文

化
施
設
「京
都
水
族
館
」や

「京
都
鉄
道
博
物
館
」(

平
成

28
年
4
月
29
日
開
館
予

定)
が
点
在
し
て
い
ま
す
。 

龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
世

界
文
化
遺
産
で
あ
る
西
本
願

寺
の
正
面
に
位
置
し
、
歴
史

あ
る
街
並
み
と
調
和
の
と
れ

た
端
正
な
外
観
が
特
徴
で
す
。 

施
設
は
、
地
下
1
階
、
地
上

3
階
建
て
で
、
約
千
㎡
の
展

示
室
と
約
500
㎡
の
収
蔵
庫

を
備
え
て
お
り
、
仏
教
の
起

源
か
ら
現
代
の
仏
教
ま
で
を

展
示
し
て
い
ま
す
。 

日
本
初
の
「仏
教
総
合
博
物

館
」で
す
。 

近
年
は
仏
像
や
仏
画
の
企

画
展
も
よ
く
開
か
れ
、
仏
教

系
の
展
示
は
珍
し
く
な
い
、

「実
は
仏
教
を
総
合
的
に
紹

介
す
る
博
物
館
は
ど
こ
に
も

な
か
っ
た
」と
の
こ
と
で
す
。 

「イ
ン
ド
で
生
ま
れ
た
仏
教
は

ア
ジ
ア
に
広
が
り
、
遠
い
日
本

ま
で
伝
わ
り
ま
し
た
が
、
今

ま
で
の
仏
教
の
展
示
は
地
域

が
偏
っ
て
い
た
り
特
定
の
宗
派

だ
っ
た
り
と
、
対
象
が
限
定

的
で
し
た
。 

龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
仏
教
の

壮
大
な
流
れ
を
通
覧
す
る
、

初
め
て
の
博
物
館
で
す
。 

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
親
鸞
の
750

回
大
遠
忌
に
あ
た
る
平
成

23
年
に
開
館
し
ま
し
た
。 

平
常
展
は
2
階
で
「ア
ジ

ア
の
仏
教
」
、
3
階
で
「日
本

の
仏
教
」を
紹
介
。
ハ
イ
ビ
ジ
ョ

ン
の
４
倍
の
解
像
度
を
持
つ
４

Ｋ
シ
ア
タ
ー
を
は
じ
め
、
仏
教

の
世
界
を
分
か
り
や
す
く
体

感
で
き
る
よ
う
に
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。 

ベ
ゼ
ク
リ
ク
は
今
は
す
っ
か

り
荒
れ
果
て
て
い
る
石
窟
で

す
が
、
龍
谷
大
学
は
NHK
と
共

同
で
世
界
中
に
散
逸
し
た
史

料
を
調
査
。
中
央
ア
ジ
ア
仏

教
文
明
の
最
高
峰
と
も
い
え

る
壁
画
の
デ
ジ
タ
ル
復
元
に

成
功
さ
れ
た
記
録
を
大
き
な

シ
ア
タ
ー
で
見
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
２
階
に
展
示

し
て
い
る
、
石
窟
大
回
廊
の

復
元
展
示
を
見
学
し
ま
し

た
。
中
国
・新
疆
ウ
イ
グ
ル

自
治
区
ト
ル
フ
ァ
ン
の
ベ
ゼ

ク
リ
ク
石
窟
で
約
千
年
前

に
描
か
れ
た
仏
教
壁
画
を
、

原
寸
大
で
再
現
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

細
い
回
廊
に
甦
っ
た
の
は
、

過
去
仏
（過
去
の
仏
）
を
中

心
に
、
前
生
の
釈
迦
な
ど

を
描
い
た
「
誓
願
図
」
で
す
。

商
人
は
当
時
の
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
を
渡
り
歩
い
た
ソ
グ
ド

人
の
風
貌
、
天
井
に
は
奈

良
時
代
に
日
本
で
も
流
行

し
た
模
様
。
千
年
前
に
ウ

イ
グ
ル
の
王
も
歩
い
た
極

彩
色
の
回
廊
を
実
感
で
き

る
、
劇
的
な
展
示
空
間
で

し
た
。 
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２０１６年４月特別行事予定 

“旧中西家住宅（吹田吉志部文人墨客迎賓館） 

「春の特別公開」見学会 

月 日： 2016年4月4日（月曜日） 

集合場所：ＩＲ岸部駅改札口（出た所の広場）集合時間：９:４０ 

行 先：旧中西家住宅（吹田吉志部文人墨客迎賓館） 

        吹田市岸部中４丁目１３番２１号 

そ の 他：参加申し込みが必要です。雨天決行です。 

２０１６年４月行事予定 

“平成 28年 ＶＧ槻輪 総会・親睦会” 

月 日： 2016年4月20日（水曜日） 

場 所：高槻森林観光センター 研修室 

集合場所：JR高槻駅前 西武デパート西側 

集合時間：9:40 専用バス出発：9:45 

詳細は書面にて会員各人に連絡致します。 

全員参加下さい。 
 

見学前の説明会風景 

３階ミユージアムシアター室からの展望 
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